
 

 

 

 

9月１2日（水） 10:30 ～ 11:20 

花矢図書館 児童室 

お気軽にどうぞ。 

 

大館市立花矢図書館 

Tel･Fax 0186-46-1557 

火～金：9:00～19:00 

土・日：9:00～17:00 

休館日：月曜日・祝日 

一般用   手紙に想いをのせて 

児童室   じいちゃん、ばあちゃん 
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慌ただしい暮らしの中で、長く伝えられてきた年中

行事や旧暦の知識は、季節の流れに沿うように私たちに

潤いを与えてくれます。季節を感じてみてください。 

● 九月  長月 (ながつき) 

｢秋分の日｣を過ぎるとようやく｢秋の夜長｣の始まり。 

九月の異名｢長月｣は｢夜長月｣が語源。 

● 二百十日 (にひゃくとおか) 九月一日頃 

  立春から数えて二百十日頃は、稲の開花時期。台風 

が多く発生するため、安全祈願として｢風祭り｣が各地 

で行われた。奈良県(風神祭)、新潟県(風鎮際)など。 

この頃吹く暴風を、野分(のわき)といい、｢台風｣のこと。 

● 白露 (はくろ) 九月八日頃 

  秋分の日の十五日前。秋は、初秋・仲秋・晩秋に分 

けられるが、白露は仲秋の前半頃に訪れる。 

● 重陽(ちょうよう)の節句 九月九日  

古代中国では、奇数が重なる日は縁起が良いとされ、 

奈良時代に伝わる。庶民の間では長寿の酒、菊酒を飲み、

栗ご飯で祝ったと伝えられている。 

●  中秋の名月 旧暦八月十五日 今年九月二十四日 

秋(旧暦七月､八月､九月)のまん中(最中)にあたること 

から｢中秋の名月｣と呼ばれた。月に秋の収穫物(月見団

子･里芋･果物や秋の七草･)を供え感謝した。 

 

新着図書  

（大人向け） 

・私はこんなはずじゃないと思っているあなたへ 

・読書という荒野（見城 徹） 

・タイワニーズ（野嶋 剛） 

・夫婦という他人（下重 暁子）  

・知らないと恥をかく世界の大問題 ９（池上 彰） 

・季節のからだを整えるおやこの薬膳ごはん 

・わたしの本の空白は         (近藤 史恵) 

・別れ際にじゃあのなんて、悲しいこと言うなや   (下村 敦史) 

・ライトマイファイア          (伊東 潤) 

・完全犯罪の死角           (香納 諒一) 

・罪なき子              (小杉 健治)  

・絶望キャラメル           (島田 雅彦) 

・ポストカプセル            (折原 一) 

・能登花嫁列車殺人事件       (西村 京太郎） 

・さしすせその女たち     (椰月 美智子) 他 

（児童･中学生向け） 

・イモムシとケムシ 小学館の図鑑 NEO 

・わくわく大ぼうけん！恐竜めいろ１７０もん 

・消えた時間割 ジュニア文学館    (西村 友里) 

・しゅくだいクロール         (福田 岩緒) 

・大阪オナラ草紙           (谷口 雅美) 

・兄ちゃんは戦国武将！      (佐々木 ひとみ) 

・ミコとまぼろしの女王        (遠崎 史朗) 

絵本 ・カメレオンカメラ     ほか 

  スタンドアップ！       五十嵐 貴久 著 

暴力を振るう夫に耐えかねて、小学１年生の娘を

連れて逃げてきた３３歳の愛。 

同僚のダイエットの付き添いとしてボクササイ

ズに通い始めるが、素質を見出され本格的にプロを

目指すことに。そして、強敵と戦うことになってし

まう。ボクシングを通して自らの人生を切り開いて

いく姿を描く。 

ねこ と ねずみ       いもと ようこ 文･絵 

  “ねこさん、おねがいです。どうか おらを みの

がしてください。おかあさんが げんきになったら

おらは ねこさんに たべられに でてきます。 

  やさしいねこと おもいやり あふれる むかしば

なしです。 

関 連 図 書      (386) 

・絵でつづるやさしい 暮らし歳時記 

・齋藤孝の覚えておきたい日本の行事 

・鳩居堂の日本のしきたり豆知識 

 


